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問 

ま
ち
な
か
市
民
交
流
プ

ラ
ザ
は
２８
年
１
月
４
日
に
開

館
し
た
が
、
建
築
工
事
の
変

更
契
約
は
、
な
ぜ
、
２７
年
１２

月
１5
日
の
工
期
内
に
で
き
な

か
っ
た
か
。

答 

開
館
に
間
に
合
わ
せ
る

た
め
現
場
に
集
中
し
て
い
た

の
で
、
変
更
契
約
の
手
続
が

遅
れ
た
。

問 

チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
ど
う

な
っ
て
い
た
の
か
。

答 

チ
ェ
ッ
ク
す
る
側
も
現

場
を
早
く
済
ま
せ
る
事
に
集

中
し
て
い
た
の
で
、
変
更

部
分
に
つ
い
て
の
確
認
、

チ
ェ
ッ
ク
を
怠
っ
て
い
た
。

問 

追
加
工
事
の
決
定
を
し
た

こ
と
の
報
告
は
あ
っ
た
の
か
。

答 

工
程
会
議
の
中
で
変
更

等
の
調
整
を
や
っ
て
き
た

が
、
変
更
が
あ
る
こ
と
の
報

告
を
受
け
な
が
ら
も
、
今
後

の
工
事
を
含
め
て
増
減
調
整

を
す
る
よ
う
指
示
を
し
た
。

問 

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
の
事
業

費
は
２0
億
円
を
超
え
て
い
る
。

　
建
築
工
事
だ
け
を
見
る
と

契
約
額
が
予
算
額
を
上
回
っ

て
い
る
。今
回
も
ま
た
、２
，

７
６
０
万
円
の
追
加
は
市
民

の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
よ
う

な
議
案
。
非
常
に
慎
重
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
責
任
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答 

本
来
な
ら
工
期
内
に
契

約
変
更
の
提
案
を
す
る
べ
き

で
あ
っ
た
。
議
会
に
対
し
て

十
分
な
説
明
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
大
変
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
い
ろ
い
ろ
検
証
し

対
応
に
つ
い
て
は
議
会
に
報

告
す
る
。

問 

設
計
変
更
の
提
言
や
、

協
議
は
誰
が
行
っ
た
か
。

答 

工
事
を
進
め
て
い
く
中

で
、施
工
業
者
か
ら
の
提
案
、

市
ま
た
は
設
計
事
務
所
か
ら

の
提
案
を
検
討
・
協
議
し
て

進
め
て
き
た
。

問 

当
初
設
計
に
な
か
っ
た

「ゆめぷらっと 小城」の
 追加工事 開館後に提案

 

工
事
請
負
契
約
の
変
更

５
時
間
に
わ
た
る
議
論
を
交
わ
す

　

２８
年
２
月
１０
日
に
第
１
回
臨
時
会

が
開
催
さ
れ
た
。
ま
ち
な
か
市
民
交

流
プ
ラ
ザ
整
備
事
業
（
ゆ
め
ぷ
ら
っ

と
小
城
）
の
建
築
工
事
の
工
事
請
負

費
は
１３
億
９
，８
６
０
万
円
か
ら
１４
億

２
，６
２
０
万
円
と
2
，７
６
０
万
円

増
額
さ
れ
た
。（
電
気
及
び
機
械
設
備

に
つ
い
て
は
変
更
な
し
）

　

開
館
後
の
変
更
契
約

の
議
案
で
あ
っ
た
た
め
、

１２
名
の
議
員
が
質
疑
し
、

休
憩
を
挟
み
約
５
時
間

の
議
論
を
交
わ
し
た
。

臨
時
会
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屋
根
工
事
の
空
気
集
熱
シ
ス

テ
ム
設
置
の
判
断
と
効
果
は
。

答 

空
気
集
熱
シ
ス
テ
ム
は

設
計
業
者
か
ら
の
提
案
で
あ

る
。
見
積
書
は
2７
年
３
月
に

提
出
さ
れ
た
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
の
導
入
施
設
は
多
目
的

ホ
ー
ル
で
あ
る
。

①　

冬
場
は
軒
先
か
ら
入
っ

た
外
気
を
屋
根
面
で
暖
め

て
、
熱
を
建
物
の
床
下
に
送

風
し
、
暖
房
負
荷
の
低
減
を

図
る
。

②　

夏
場
に
つ
い
て
は
、
太

陽
に
よ
り
温
度
が
上
が
っ
た

中
間
層
の
熱
気
を
外
部
へ
放

出
し
て
、
施
設
が
受
け
る
熱

負
荷
を
低
減
す
る
。

　

光
熱
水
費
等
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
は
多
目
的

ホ
ー
ル
分
の
約
24
％
が
削

減
。ＣＯ2
は
約
36
％
の
削
減
と

の
提
案
が
あ
っ
た
。
採
用
に

当
っ
て
は
、
市
担
当
、
施
工

業
者
で
検
討
を
行
い
、
維
持

管
理
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
る

有
効
な
シ
ス
テ
ム
と
判
断
し

採
用
し
た
。

　

実
質
的
な
削
減
率
は
こ
れ

か
ら
検
証
し
て
い
く
が
、
年

間
約
50
万
円
の
削
減
効
果
を

見
込
ん
で
い
る
。

問 

金
属
工
事
の
変
更
は
、
耐

風
圧
性
能
の
補
強
に
よ
る
増

と
あ
る
が
、
鉄
骨
施
工
延
長

は
１
・
5８
倍
（
２
６
５
m
を

４
１
９
m
に
変
更
）、
金
額
は

４
倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

理
由
は
。

答 

屋
根
の
庇ひ
さ
し

工
事
で
、
当

初
の
設
計
は
耐
風
圧
性
能
を

考
慮
し
て
設
計
が
な
さ
れ
て

い
た
が
、
高
所
で
の
施
工
上

の
安
全
性
、
施
工
の
精
度
の

確
保
、
耐
風
圧
の
向
上
等
を

考
慮
し
て
鉄
骨
下
地
を
細
か

く
取
り
つ
け
た
た
め
、
鉄
骨

量
が
増
加
し
た
。

問 

軒
先
（
庇ひ
さ
し

）
鉄
骨
下
地
補

強
は
設
計
額
が
２
６
８
万
円

か
ら
１
，１
６
５
万
円
と
、
４

倍
超
に
増
加
。
設
計
す
る
段

階
で
、
台
風
や
い
ろ
ん
な
危

険
性
が
わ
か
っ
て
設
計
さ
れ

た
と
思
う
。
設
計
事
務
所
と

し
て
無
責
任
で
は
な
い
か
。

市
か
ら
抗
議
は
し
た
の
か
。

答 

設
計
事
務
所
だ
け
で
は

な
く
、
改
め
て
こ
の
検
証
を

十
分
す
る
必
要
が
あ
る
。

問 

設
計
変
更
の
金
額
が
大

き
い
屋
根
工
事
、金
属
工
事
、

内
装
工
事
に
つ
い
て
、
工
程

会
議
の
時
期
と
変
更
す
る
こ

と
と
し
た
月
日
は
。

答 

変
更
は
施
工
業
者
、
市
、

設
計
事
務
所
の
３
者
で
継
続

し
て
行
っ
た
。

　

工
程
会
議
は
毎
週
１
回

行
っ
て
い
る
。
屋
根
工
事
の

空
気
集
熱
シ
ス
テ
ム
設
置
の

決
定
は
、
2７
年
２
月
か
ら
４

月
に
か
け
て
協
議
。
４
月
22

日
に
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
。

　

金
属
工
事
の
軒
先
鉄
骨
下

地
は
工
程
会
議
で
継
続
し
て

協
議
を
す
る
中
で
、
変
更
す

る
こ
と
の
判
断
は
４
月
21
日
。

　

金
属
製
建
具
工
事
は
、

サ
ッ
シ
を
手
動
か
ら
自
動
に

変
え
た
こ
と
に
よ
る
増
額
で

あ
る
が
、
26
年
10
月
８
日
に

変
更
す
る
こ
と
を
決
定
。

　

内
装
工
事
は
2７
年
６
月
10

日
に
変
更
を
判
断
し
た
。

問 

非
常
に
早
い
段
階
で
変

更
時
の
決
定
を
さ
れ
て
い
る

が
、
何
ら
議
会
に
報
告
が
な

い
。本
当
に
不
快
な
思
い
だ
。

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
所

管
の
事
務
調
査
を
２７
年
９
月

１６
日
に
行
っ
て
い
る
。
そ
の

時
に
な
ぜ
報
告
で
き
な
か
っ

た
か
。

答 

工
事
の
変
更
に
つ
い
て

は
工
程
会
議
の
中
で
協
議

し
、
判
断
を
し
て
決
定
し
て

き
た
。
工
事
の
額
の
増
減
調

整
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の

工
事
の
中
で
契
約
の
金
額
を

超
え
な
い
範
囲
で
調
整
を
し

て
い
た
が
、
結
果
的
に
工
事

費
が
増
加
し
た
。
工
事
の
変

更
を
決
定
し
た
後
、
変
更
案

件
が
あ
る
こ
と
を
報
告
す
べ

き
で
あ
っ
た
。
心
よ
り
お
詫

び
申
し
上
げ
る
。

問 

変
更
契
約
を
し
な
い
ま

ま
工
事
を
し
た
こ
と
は
議
会

軽
視
も
甚
だ
し
い
。
市
の
責

任
も
あ
る
が
、
施
工
業
者
、

設
計
事
務
所
に
も
責
任
は
あ

る
。
市
長
の
責
任
は
。

答 

変
更
工
事
の
増
減
の
調

整
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
改
め
て
十
分
検

証
を
し
て
報
告
し
た
い
。
そ

の
上
で
執
行
部
の
責
任
に
つ

い
て
は
判
断
す
べ
き
と
考
え

て
い
る
。

問 
変
更
契
約
の
議
案
を
否

決
し
た
場
合
、
誰
が
責
任
を

取
る
か
。

答 

議
案
の
承
認
が
得
ら
れ

な
け
れ
ば
、
市
は
増
額
分
の

工
事
代
金
を
払
う
こ
と
が
で

き
な
い
。
損
害
賠
償
請
求
の

判
断
は
受
注
者
が
す
る
。
市

と
し
て
は
払
う
責
任
は
あ
る
。

反
対
討
論

①
工
期
を
大
き
く
越
し
て
か

ら
の
請
負
契
約
増
の
議
案
で

あ
る
。

②
事
業
費
が
当
初
の
予
算
か

ら
３
倍
に
も
膨
れ
上
が
っ
た
。

③
公
金
の
使
い
方
が
ず
さ
ん

で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
議

会
無
視
が
続
け
ら
れ
た
こ
と

な
ど
を
理
由
に
反
対
す
る
。

まちなか市民交流プラザ整備事業　建築工事主な変更表 （単位：円）

項目
直接工事費

増減額 変更理由
当初設計額 変更設計額

屋根工事 0 4,230,000 4,230,000 増
空気集熱システム設置及び
屋根の一部仕様変更による
増

金属工事
（軒先鉄骨下地

補強）
2,682,980 11,659,320 8,976,340 増 耐風圧性能の補強による増

金属製建具工事 1,996,000 9,741,000 7,745,000 増
小城空路最上位置のサッシ
の機能変更による増（手動
→自動）

内装工事 4,842,200 7,379,000 2,536,800 増
吸音効果を上げるため防音
壁（有孔ボード）の一部仕
様変更による増

その他工事 18,881,762 16,860,102 2,021,660 減

変更契約額
（税込） 27,609,120 増

※ 諸経費・消費税を含んだ
金額であるため、上記の
計に合わない

臨
時
会
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問 
７
，３
４
２
万
円
が
不
採

択
。
理
由
は
。

答 「
地
域
資
源
を
活
用
し
た

魅
力
発
信
事
業
」
と
し
て
申

請
。
事
業
の
先
駆
性
、
自
立

性
、
官
民
連
携
の
視
点
が
不

足
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

問 

こ
れ
ら
の
３
事
業
は
国

の
交
付
金
を
見
込
ん
で
承
認

し
た
。
新
た
に
申
請
し
て
４

月
か
ら
の
実
施
を
６
月
に
延

ば
せ
な
い
か
。

　
国
は
効
果
が
な
い
の
で
不

採
択
と
し
て
い
る
。
一
般
財

源
で
す
る
な
ら
最
低
必
要
な

事
業
の
み
を
す
べ
き
で
あ

る
。
予
算
を
精
査
、
減
額
す

る
考
え
は
。

答 

継
続
的
な
事
業
も
あ
る
の

で
情
報
発
信
は
精
査
し
て
４

月
か
ら
実
施
す
る
。
地
方
創

生
に
必
要
だ
か
ら
交
付
金
が

な
く
て
も
こ
の
事
業
は
す
る
。

　

執
行
は
効
果
的
、
効
率
的

に
行
う
。

問 

観
光
協
会
は
市
か
ら
の

委
託
事
業
等
を
行
い
税
金
も

相
当
納
め
て
い
る
。
市
の
Ｐ

Ｒ
、
観
光
協
会
と
の
役
割
分

担
が
で
き
な
い
か
。

答 
観
光
協
会
の
26
年
の
法

人
税
は
１
，５
２
４
万
円
。

　

観
光
協
会
は
理
事
会
の
承

認
も
必
要
と
な
る
が
、
役
割

分
担
を
明
確
に
し
て
や
っ
て

い
く
。

問 

こ
の
９
号
補
正
予
算
を

否
決
し
た
場
合
、
ど
う
取
扱

う
か
。

答 

７
号
補
正
予
算
で
歳
出

は
残
っ
て
い
る
。
財
源
が
国

庫
支
出
金
で
あ
る
が
、
６
月

議
会
で
財
源
を
国
庫
支
出
金

か
ら
一
般
財
源
に
組
み
替
え

て
、
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
で
の
報
告
と
な
る
。

討
　
　
論

　
　
　
　

　

３
事
業
が
国
へ
の
申
請
で

不
採
択
と
な
り
、
そ
の
事
業

を
何
ら
取
捨
選
択
す
る
こ
と

な
く
、
全
て
委
託
事
業
で
、

総
額
７
，３
４
２
万
円
を
一

般
財
源
と
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
市
民
感
覚
と
し
て
も
納

得
で
き
な
い
の
で
反
対
す
る
。

　
　
　
　

　

３
事
業
は
、
小
城
の
情
報

発
信
の
た
め
の
事
業
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
も
継
続
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
長
期
的
に
続
け

る
こ
と
で
効
果
が
出
て
く
る
。

反
　
対

賛
　
成

意
見
書

（
第
１
号
）

　
奨
学
金
制
度
の
充
実
等
を

求
め
る
意
見
書�

（
可
決
）

（
第
２
号
）

　
国
会
に
憲
法
改
正
の
早
期

実
現
を
求
め
る
意
見
書

�

（
可
決
）

討
　
　
論

（
第
２
号
）

　
　
　
　

　

憲
法
改
正
の
是
非
は
世
論

調
査
な
ど
で
は
割
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

　

改
憲
に
よ
っ
て
自
衛
隊
の

あ
り
方
を
明
確
に
す
べ
き
。

（
議
案
第
１０
号
）

　

機
能
別
消
防
団
員
制
度
の

導
入
に
伴
い
、
小
城
市
消
防

団
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

等
を
改
正
す
る
。

　

具
体
的
に
は
、
現
役
の
基

本
消
防
団
員
が
不
足
す
る
昼

間
の
火
災
に
対
処
す
る
。
市

職
員
の
管
理
職
を
含
む
消
防

団
Ｏ
Ｂ
を
対
象
に
機
能
的
消

防
団
員
と
し
、
現
役
の
基
本

消
防
団
員
と
連
携
し
て
取
り

組
む
。

（
議
案
第
２８
号
）

　

小
城
市
道
３
路
線
を
廃
止

す
る
。

１ 

石
木
交
差
点
よ
り
西
へ
旧

Ｊ
Ａ
三
里
支
所
ま
で

２ 

石
木
交
差
点
よ
り
大
寺
交

差
点
ま
で

３ 

大
寺
交
差
点
よ
り
三
日
月

中
学
校
西
交
差
点
ま
で

（
議
案
第
３３
号
）

　
「
ゆ
め
ぷ
ら
っ
と
小
城
」

の
工
事
請
負
契
約
の
不
適
切

な
事
務
に
関
す
る
監
督
責
任

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
市

長
・
副
市
長
の
給
料
を
10
％
、

３
カ
月
間
減
額
。

反
　
対

賛
　
成主

な
議
案

「
小
城
市
消
防
団
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
」

「
小
城
市
道
路
線
の

廃
止
に
つ
い
て
」

「
小
城
市
長
及
び
副
市
長

の
給
料
を
減
額
す
る
条
例
」

主
な
議
案

意
見
書

第２回臨時会　27年度一般会計補正予算（第９号）

　
２８
年
度
３
月
３０
日
に
第
２
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
２７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
で
計
上
し
て
い
た
「
国
の
地
方
創
生
加
速
化
交

付
金
」
を
財
源
と
し
た
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業
」、「
小
城
市
宣
伝
隊
事
業
」

及
び
「
ふ
る
さ
と
小
城
魅
力
発
信
事
業
」
の
３
事
業
が
国
で
不
採
択
と
な
っ
た
た
め
、
国
庫

支
出
金
を
一
般
財
源
に
組
み
替
え
る
補
正
予
算
を
可
決
。

国の交付金7,342万円 不採択 臨
時
会


